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「草津市自転車安全安心利用促進計画（案）」に係る 

パブリックコメントの実施結果について 

 

（１）パブリックコメントの実施結果 

 

■意見の募集期間 

平成２８年１月１５日（金）～ 平成２８年２月１５日（月） 

■意見の提出者数：５人 

（持参：１人、郵送：０人、ファックス：１人、Ｅメール：３人） 

 ■意見の提出件数：１０件 

 ■意見の計画への反映件数：１件 

 

（２）パブリックコメントでの意見の要旨と市の考え方 

意見の要旨 市の考え方 

●「安全」を感じる 

①交通ルールを守らない高齢者や学生が

多い。自転車の左側通行の啓発ととも

に、歩行者の右側通行についても併せて

周知・徹底いただきたい。 

 

○基本方針（１）の各施策に記載のとおり、

自転車安全安心利用指導員を中心とし

た街頭指導や啓発をはじめ、自転車安全

安心利用教室の開催、わかばチームによ

る交通安全教室の開催など、交通安全教

育の機会を拡大します。また、利用者の

多い駅や学校周辺、商業施設等で、警察

署と相互に連携を図りながら、安全指導

も含めた取り締まりの強化を図ってい

きます。周知方法につきましては、「広

報くさつ」をはじめ、市のホームページ

やコミュニティＦＭ「えふえむ草津」の

ラジオ放送や啓発用チラシなどで、自転

車の安全な利用や交通ルールに関する

内容を紹介し、広く市民に対して呼びか

けを行っていきます。 

 

②楽しい自転車教室の開催。 

（提案内容） 

自転車を楽しみながらもリアリティの

ある実習となるような教室の開催（マウ

ンテンバイクを用いた初心者向けトレ

イル等）。 

 

○貴重な御意見をいただきありがとうご

ざいます。今後、実施していく施策の参

考にいたします。 



2 

 

●「安心」を感じる 

③通学時にヘルメットの無着用は信じら

れない。ヘルメット着用推進を薦めてほ

しい。 

中学生など、ヘルメットの無着用を黙認

しているのは、自転車が危険な乗り物で

あることの認識不足である。着用を保護

者の努力義務」としているだけの条例

や、必要性についての周知・啓発だけで

は限界がある。児童や生徒に対して、学

校等でヘルメット着用を強制したり、ヘ

ルメットを無償配布するなど、着用が常

識的になるような対策を検討していた

だきたい。 

 

○ヘルメット着用の必要性については、警

察署とも連携をとりながら、自転車安全

安心利用教室等の中で周知・啓発を行

い、まずは、市民の意識の醸成を図るこ

とが必要であると考えます。また、関係

機関と十分に協議を行い、ヘルメット着

用の効果的な対策を検討します。 

●「快適」を感じる 

④自転車の通行は「車道混在」を基本に考

え、歩道上に自転車通行帯を設けること

はやめていただきたい。このような通行

帯は、「自転車は歩道を通行できる」と

の誤認識につながるだけではなく、自転

車が双方向に通行できるため正面衝突

等の危険も多い。また、車道の逆走も多

いため、ヘルメット着用を義務付けした

うえで、車道の左側を走らせるべきであ

る。 

  

○国土交通省および警察庁が定める『安全

で快適な自転車利用環境創出ガイドラ

イン』においては、「歩道上に自転車道

を設けて、自転車を走らせることができ

る」、「歩行者や自転車が安全かつ円滑に

通行できるよう、幅員や走行方向等を検

討しなければならない」と示されており

ます。当計画においては、歩道幅員によ

って整備形態を分けておりますが、整備

する際には、道路の状況に合わせて、歩

行者も自転車も安全で安心して通行で

きるよう、関係機関と十分に協議したう

えで、整備していきます。あわせて、車

両は左側通行であることを強く周知徹

底していきます。 

 

⑤自転車は「車両」であることを認識させ

るために、自転車・歩行者用信号や自転

車横断帯もなくすべきである。「歩車分

離式」の交差点で、車両用の信号に従わ

ず、歩行者用の信号で自転車が通行して

いるところがあり、通学時間帯は特に、

歩行者と自転車が混在し危険である。 

 

 

○自転車・歩行者用信号や自転車横断帯な

どの交通規制に係る新設や廃止等につ

いては、公安委員会の判断になりますの

で、必要に応じて警察署と協議を行って

いきます。 
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⑥自転車が右側通行をしている絵が誤認

識につながりますので注意してくださ

い。 

 

○市民の皆様に誤解を与えないイラスト

に修正いたします。 

⑦安心して自転車を利用できるようにサ

イクリングマップの作成をお願いしたい。 

（提案内容） 

 ○通勤・買物・観光の推奨ルートの提示。 

 ○サイクリスト歓迎のお店の紹介。 

 ○琵琶湖周辺道路の整備。 

 ○整備関連サービスとの連携。 

 

○貴重な御意見をいただきありがとうご

ざいます。今後、実施していく施策の参

考にいたします。また、琵琶湖周辺の整

備や整備関連サービス等においては、県

が構想している「ビワイチ（びわ湖一周

サイクリング）」と連携しながら今後の

施策の展開を図っていきます。 

●「厳しさ」を感じる 

⑧市内の自転車に対する依存度が高い中、

計画にある「安全・安心・快適・厳しさ」

をいかに具現化し、市民の意識を変革し

ていくかが重要である。市民に「啓蒙」

する時は既に過ぎており、今後は、「厳

しさ」すなわち指導、取締りの強化や罰

則の周知・徹底をしていただきたい。（例

えば、教育委員会や警察から学校長に連

絡し、交通ルール遵守の改善がみられな

い生徒に対しては、自転車通学を禁止す

る措置等） 

 

○基本方針４の（１）にも記載のとおり、

本市と警察署で締結いたしました相互

連携に関する協定書に基づき、警察署と

連携した指導や取締りを行います。ま

た、草津市自転車の安全で安心な利用の

促進に関する条例の第２章に個々の責

務が示されていますので、それぞれの責

務の遂行を推進していく取組みを行っ

ていきます。 

●「スマート」を感じる 

⑨自転車の盗難、放置自転車対策、エコ通

勤促進にもシェアサイクルが有効だと

考える。 

（提案内容） 

○行政機関・駅・学校・企業に設置。 

○「安全講習の受講」、「ヘルメット等の

レンタルや持参」を利用開始条件とす

る。 

 ○サイクリングロードマップ等の情報

伝達の場として活用する。 

 ○チェーン施錠がしやすい環境整備。 

   

○貴重な御意見をいただきありがとうご

ざいます。今後、実施していく施策の参

考にいたします。 

●その他 

⑩「ビワイチ（びわ湖一周サイクリング）」

を中心に、県や他市町と連携を取り、レ

○ビワイチ事業については、滋賀県主体で

進めておりますので、県をはじめ他市町
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ンタサイクルショップ（ビワイチを意識

したスポーツ車）を駅周辺に配置する

等、草津の観光事業を活性化していただ

きたい。 

 

とも連携を取りながら、自転車と観光を

絡めた施策を県全体で検討していきま

す。 

 

（３）計画（案）への反映について 

パブリックコメントの実施結果から、一部イラストの修正をいたします。 

今回いただきました御意見については、計画（案）の具体的な施策に対する御意見で

あり、今後はこれらの御意見を参考に、本計画のコンセプトの実現に向けた取組みを進

めてまいります。 

 

 


